
連

体
語
の
構
え
呉
豪
に
関
す
る
諸
問
題

手
草
子

体
討
に
ζ

川
パ
は

円
川
品
的
な
口
J
i
活
を

十
八
別
に
す
る
分
類
で

」
の
一
石
に
は
土
決
!
の
人
き
な
目
り
が
あ
る
一
v

一
般
に
名
付
は
体
一
口
と
い
わ
れ
、

J

F
一
事
物
を
さ

L
'1、
し

Tm川
し
な
い
こ
と
が
士
!
日

l
の
特
色
と
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

!と
L

人
十
〉
一
一

与
才
上
タ
n
q

こ

と
は
で
も
名
川
刊
で
あ
る
も
の
が
た
く
!
さ
ん
ふ
ぬ
る
こ
?
と
に
注
ぜ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

タ
パ
川
は

γ一
品
と
な
り

連
休
伶
飾
士
を
う
け
て
名
司
h

刊
を
つ
く
る
判
色
が
あ
る

3

文
部
分
の
場
〈
引
は

品
川
を
と
も
な
っ

て、

ス
却
を
構
成
す

る

」
の
助
一
両
如
何
に
よ
っ

て
名
汁
刊
の
種
目
出
が
異
な
る
と
と
は
?
っ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
c

し
か
し

恨
の
交
法
書
で
は
、
み
引
バ
?
と
功
刊
と
を
別
別
に
批
つ

て
い
る
が
、

」
れ
は
い
父
法
の
説
明
上
や
む
を
え
な
い
点
訟
で
あ
る

4仁川L

1ふえ

的

に
述
体
体
飾
構
造
は
、

句
の
後
に
く
る
名
ニ
州
を
体
飾
し
て
名
山
旬
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
は
ど
ん
な
刈
で
も
名
刊
に
先
行
し
て
述
体
性

飾
が
で
き
る
か
と
一
川
え
は

そ
う
で
は
な

L
。

ハ
い
か
え
れ
ば

と
の
よ
う
な
体
一
h

(
名
河
川
)
が

ど
の
よ
う
な
則
一
い
と

ど
の
よ
う
な
関
係
で
詰

判
を
梅
山
叫
す
る
か
$
と
い
う
桜
点
か
ら
一
日
え
ぽ
、

体
一
一
川
を
こ
ま
か
く
灰
別
す
る
こ
乙
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
は

十
本

γ

人
は
こ
こ
に
焦
点
を
絞
っ

て
、
連
休
話
の
措
造
体
の
究
明
を
モ
ツ

ト
ー
上
と
し
て
、

斗
刈
へ
て
み
た
い
と

mu
う
υ

神
山
市
一
山
早

名
詞
分
類
に
関
す
る
諸
学
説

山
川
苧
雄
氏
は

「
同
訴
の
み
引
討
に
は
種
類
を
分
つ
べ
き
文
法

l
の
必
盟
な
き
な
り
」

(
H本
文
法
学
慨
品
ド
ム

七

と
あ
る
が
、

わ
た

L
に

1t 

"'七
か
異
論
が
あ
る
。

外
制
服

f
一
般
的

4
1刊
に
も

実
は
仕
佐
に
し
て
誤
解
を
招
く
場
合
が
多
多
あ
る
む

た
と
え
ば

-
H
山
一

は
名
川
で
も
あ
る

110 
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名
品
詞
の
分
類
法
は
個
個
の
考
え
方
に
よ
っ

て
異
な
る
。

a

か
、
形
容
動
詞
L

と
し
て
の
活
用
を
も
備
え
て
い
る
の
で
、
名
珂
で
も
あ
り

次
は
諸
学
者
町
名
詞
に
関
す
る
八
万
類
法
で
あ
る

G

松
下
大
一
一
一
郎
「
改
選
際
準
円
本
文
法
」

昭
和
三
年
四
月

つ
刊
の
運
用
は
討
の
本
刊
に
よ
っ

て
違
い
、

討
の
木
件
は

論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
と
し
て

詞
を

①
本

4
1刊

②
形
式
名
一
刊

b
t
R
d
 

G
i
4
日

④
未
定
名
詞

時
枝
誠
記

円
本
語
目
立
法

叩
和
四

i
二
年
十
汀

そ
の
語
M
m
ょ
を
変
え
な
い
も
の
を
体
一
行
と
一
円
い
、

品リ

そ
の
話
形
式
を
変
え
る
も
の
を
用
ι
口
と
口
ぅ
。

こ
の
よ
う
に
時
枝
文
法
に

丈

討
が
他
の
話
と
の
接
続
関
係
に
於
い
て
、

苧

い
わ
ゆ
る
名
詞

代
名
副
は
一
日
う
ま
で
も
な
〈
、

お
け
る
体
一
円
は
き
わ
め
て
広
い
範
問
を
包
括
す
る
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
代
名
詞

高1I

連
体
制
も
山
形
変
化
が
な
い
か
ら
体
百
で
あ
る
。

た
が
つ

て

五完壱も

で
あ
り
、
時
枝
立
法
で
は

名
詞
は
そ
の
中
に
合
ま
れ
て
い
る
。
時
校
時
記
は
偉
よ
な
総
論
学
者
で
、
本
領
は
総
論
な
い
し
以
論
に
あ
っ

て

各
論

チ'1

形
容
動
詞
で
も
あ
る
と
い
え
る
ロ

討
の
種
類
に
よ
っ

て
違
う
の
で
あ
る
か
ら
、
耐
の
本
判
諭
は

討
の
分
類
に
よ
っ

τ

に
ト
人
別

L
た。

連
体
詞
を
除
い
た
も
の
が
、

大
久
保
忠
利

一
九
七
七
年

に
は
な
か
っ
た
。
史
す
る
に
品
討
分
類
は
時
枝
氏
の
本
頒
で
は
な
か
っ
た
。

新
日
本
土
法
入
門

{
具
体
罰
叫

①

哲

通

名

詞

{

⑧

凶

有

名

詞

戸
抽
輩
名
詞

現
代
日
本
語
の
I
M

人
法

⑨
数
詞

古
質
綾

昭
和
五
十
二
年
五
月

①
普
通
明
討

忌
数
汁
同

④
臨
時
名
一
両

②
川
市
名
詞

渡
辺
H
数

教
師
の
た
め
の
口
話
士
法

①
世
通
名
詞

@
同
有
名
一
副

③
形
式
名
詞

④
代
名
詞

Q
t
~〆
1
4

f
k
j
4
i
 
⑤
形
式
名
詞

⑤
時
の
名
一
同

⑥
形
式
名
詞

⑦
代
名
一
同

⑤
数
詞

⑥
複
合
名
川
同

⑦
転
成
名
詞

派
生
語

一動
作
名
d司

し

よ
り
狭
い
草
昧
で
の
体
↓
一
口



奈
茂
豊

現
代
目
語
主
的
詞
法

中
華
民
国
六
十
八
年

①
普
通
名
詞

②
固
有
名
詞

③
代
名
詞

④
数
詞

⑤
複
合
名
詞

⑥
形
式
名
詞

⑦
接
了
接
頭
語
的
名
詞

⑧
接
了
接
尾
語
的
名
詞

曹
欽
源

日
語
綜
合
読
本

中
華
民
国
七
十
三
年
六
月

①
通
常
名
詞

②
形
容
名
詞

⑤
動
性
名
詞

以
上
の
諸
学
説
を
比
較
し
て
み
て
も
分
る
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
方
が
異
っ
て
い
る
。

E
の
よ
う
な
名
詞
が

ど
の
よ
う
な
用
言
と

ど

の
よ
う
に
連
体
語
(
連
体
笹
飾
構
造
)
を
形
成
す
る
か
に
あ
た
っ
て
、

わ
た
し
は
も
っ
と
細
か
く
名
詞
を
分
類
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
下
記
の
如

週間諸るす闘に素美点携の諺援i主

く
十
一
種
類
に
分
類
し
て

例
を
加
え
た
。

者
普
通
名
詞

2Aハ
体
名
詞
、
拍
車
名
詞
)

②
固
有
名
詞

(
単
純
名
詞
、

複
合
名
詞
)

②
数
一
両

④
形
式
名
討

⑤
代
名
詞

⑤
転
成
名
詞

⑦
複
合
名
詞

③
派
生
語

⑨
動
作
名
詞

⑮
時
の
名
詞

⑪
不
定
詞
(
疑
問
詞
)

第

章

私
の
名
詞
分
類
に
つ
い
て
の
考
え
方

一
、
名
調
査
意
義
か
ら
大
き
く
分
類
す
る
と

付
普
通
名
詞

l
普
通
の
事
物
の
名
を
表
わ
す
も
の
を
い
う
。

L
具
体
名
詞
山
、
星
、
木
、
机
、
鉛
筆
、

な
ど
。

2
抽
象
名
詞
学
問
、
楽
し
さ
、
芸
術
、
人
生
な
ど
。

厚
さ
、
大
き
さ

(
大
野
晋
著
、

日
本
語
の
士
法
を
考
え
る

P
五
九
)

白
岡
有
名
詞
地
名
、
国
名
、
人
名
、
書
名
、
学
校
名
な
ど
、
特
定
の
も
の
を
一
市
す
名
を
い
う
。
名
詞
の
中
で
固
有
名
詞
は
特
に
止
め
ど
も
な

く
増
え
て
行
く
。
人
が
生
ま
れ

団
体
が
で
き

学
校
が
増
設
さ
れ
・
・
す
る
た
び
に
、

新
し
い
商
品
が
作
ら
れ

そ
れ
ぞ
れ

名
ま
え
が
つ
け
ら
れ
て
行
く
か
ら
、

そ
う
し
た
固
有
名
詞
の
繁
殖
を
勘
定
に
入
れ
る
と

名
詞
に
属
す
る
語
の
数
は
、

は
っ
き

108 
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四

り
と
数
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
e

た
と
え
ば
、

-
単
純
名
詞

1
中
央
大
学
、
佐
藤
栄
作
、

ア
メ
リ
カ
、
中
華
民
国
、
拙
文
郎
、
夏
目
激
石
、

日
本
、

N
H
K
な
ど
。

Z
複
合
名
詞

l
中
骨
根
首
相
、
中
山
委
員
、
国
際
ベ
ン
グ
ラ
フ
な
ど
。

(
注
)

「
太
陽
、
月
」

は
一
つ
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
普
通
名
詞
と
し
て
あ
っ
か
う
。

同
数
詞

l
数
、
数
量
、
順
序
な
ど
を
真
わ
す
も
の
を
い
う
。

一
、
二
、
十
、
育
、
下
、
方
、

四
つ
、
」
ハ
つ
、

五
本
、
八
個
、
第
一
、

三
番
、
第
二
章

(
注
)

い
く
ら
、
向
問
、
何
番
白
な
ど
疑
問
を
表
わ
す
も
の
も
合
む

G

い
〈
つ
、

同
形
式
名
詞

l
名
詞
と
し
て
の
実
質
を
失
つ

て
、
形
式
的
に
名
詞
の
働
ぎ
を
す
る
も
の
を
言
う
。

ー
も
の
、
ー
と
き
、

J
こ
と
、

J
た
め
、

J
わ
け
、
ー
は
ず
、

1
ま
ま
、

i
と
お
り
。

国
代
名
詞
人
、
事
物
、
方
向
、
場
所
な
ど
の
名
を
い
わ
ず

亘
接
に
指
し
示
し
て
-
一
日
う
こ
と
ば
。
人
を
指
し
て
言
う
も
の
を
人
称
代
名
詞
、

事
物

方
向

場
所
を
指
す
も
の
を
指
示
代
名
詞
と
言
う
z

(
在
)

は
話
し
手
が
白
人
刀
や
自
分
側
の
も
の
を
指
す
場
合
、
「
対
称
」
は
話
し
千
が
聞
き
手
や
聞
き
手
側
の
も
の
を
指
す
場
合
、

一
自
称
」

「
他
称
」

近
称

は
話

L
手
が
自
分
に
近
い
も
の
を
指
す
場
合
、

は
話
し
手
が
自
分
や
聞
き
手
以
外
の
も
の
を
指
す
場
合
、

「
中
称
」

「
遠
称
」

は
話
し
手
が
自
分
か
ら
も
聞
き
手
か
ら
も
遣
い
も
の
を
指

は
話
し
手
が
聞
き
手
に
近
い
も
の
を
指
す
場
合
、

す
場
合
、

一
不
定
称
↑

つ
ぎ
は
代
名
詞
を
撃

は
話
し
手
が
自
分
に
分
ら
な
い
場
合
、
指
す
も
の
が
き
ま
ら
な
い
場
合
に
用
い
る
。

理
し
て
表
に

L
て
み
た
。



106 忍問主者るす闘に索美点携の語積達

指 刀て 代 名 詞 人 称 ，'o 名 詞

方向 場所 事物
お 正 わ わ お 珪 わ わ 自
れ く ?こ れ れ 〈 た ?乙

tこ に に ずこ ら し わ 〈 L 
関 関 関 ち ア」 れ し
す す す ち 称
る る る
も も も
の の の き あ き お き あ 先立

み な さ ま み な
ふ~ー アニ ま え、 tcこ
ち 色、

アこ 称

』、F 」、ー 、、Fー 」、F 、、Fー 」、F L 、F 」V 、、Fー 、ー L 、F
近

ち つ 」、F 』、F れ れ し、 の の し、 の

ら も ら ら つ 台、 .'、 つ 台、

ら ?こ 守、一 アニ

tc ヵ:
称 北也

ち すこ

そ そ そ そ そ そ そ そ そ そ そ
中

も つ 」、F 」ヤ れ れ し、 の の し、 の

ら ち ら ら つ .、 .、 ずつ .' ら tc た た
tc tJ'三

称
ち tc 

あ あ あ あ あ あ .ョ カ あ あ あ あ
遠

ち つ そ そ れ れ 才し れ の の L、 の

ら ち レ，ー 、、F一 ら ら 色、 b‘ つ カ‘

ら ?と ず」 ア」

大こ .' 称
も アこ

ど ど ど ど な ど アミ E E ど
不 称

も つ 」V 」 tこ 才L れ な し、 の

ら ち ら た つ .ミ
定

た
玉

称
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的
転
成
名
制
ほ
か
の
品
詞
か
ら
転
じ
た
名
詞

1
動
詞
か
ら
転
じ
た
名
制

集
ま
る
↓
集
り
、
正
る
↓
光
り
、
始
め
る
↓
始
め
、
考
え
る
↓
考
え
、
釣
る
↓
釣
り
、
話
す

i
話
し

2
形
容
詞
か
ら
転
じ
た
み
引
一
両

要
一
い
↓
空
き
、
ト
八
き
レ
↓
ト
人
き
さ
、
悲
し
い
↓
悲
し
み
、
親
し
い
↓
裂
し
み

3
形
持
動
珂
か
ら
転
じ
た
名
二
珂

ま
じ
め
だ
↓
ま
じ
め
さ

優
雅
だ
↓
優
雅
さ

つ
の
名
詞
と
し
て
あ
っ
か
う
。
複
〈
n
名
品
に
は

に
ぎ
や
か
だ
↓
w

に
ぎ
や
か
さ

す
な
お
だ

iψ
す
な
お
さ

的
複
合
名
詞
一
一
つ
以
上
の
単
誌
が
合
し
て
で
き
た
名
制
で
、

そ
れ
全
体
を

合
成
の

L
か
た
が
あ
る
。

-
「
名
前
+
名
詞
」

制
円
、
昼
飯
、

山
道
。

雨
傘
、

2

「
動
刊
ナ
名
制
」

離
れ
島
、

別
れ
道
、

時
び
道
具
。

3

「
名
詞
十
動
討
か
ら
転
じ
た
名
詞
」

み
か
ん
狩
り
、
砂
遊
び
。

稲
刈
り

ひ
げ
剃
り
、

4

「
形
科
副
+
弔
討
」
う
れ

L
一
冊
、
長
靴
、
制
道
、
日
党
。

5

「
動
バ
十
動
討
か
ら
転
じ
た
名
詞
」
組
み
立
て
、
走
り
書
き
。

6
「
形
容
詞
十
動
詞
か
ら
転
じ
た
名
詞
」

う
れ
し
u
泣
き
。

玉
の
輿
、
奥
の
手
。

品
跳
び
、

7
「
名
制
+
助
討
+
名
詞
」
茶
の
湯
、
茶
の
間
、
火
の
干
、
火
の
わ
車
、
楽
の
元
円
、
虫
の
苦
、

日
「
名
詞
十
形
容
討
」
足
早
、
気
軽
。

9
「
形
容
詞
+
形
梓
討
L

遠
浅
、
薄
み
。

10 

人
人
、
月

H
、
H
H
、
我
我
。

「
同
じ
名
詞
の
重
佐
」

」一，、

い
ろ
い
ろ
な



11 

「
副
討
+
名
汀
川

た
だ
も
の

12 

法
{
f
+
漢
rf
」
尚
人
、
閃
書
館

山川長、

懐
中
時
計
。

的
派
生
当
山
佐
煩
4
m
や
按
足
立
山
が
つ

L
て
名
付
と
な
っ
た
も
の
。

ー
は
俊
民
訴
が
つ
い
た
も
の
お
茶
、

ど
飯
、

お
み
興
。

お
断
水

j

、

ご
心
配
、

お
み
足
、

2
接
出
一
請
が
つ
い
た
も
の
正

L
さ
、
深
さ
、
去
し
さ
、
眠
け
、
書
け
、
甘
み
、
ト
人
山
君
。

同
動
円
名
詞
散
山
夕
、
勉
強
、
旅
行
、

調
査
、
出
張
。

逝同諸るす酬に t委点慌の語経連

的
時
の
名
討

今
円
、
虫
、

さ
っ
き
、
夕
方
、
午
前
、
午
桂
。

ど
っ

ち

いと

+
D
内
り
。

川
け
不
足
河
川
川
、
北
、

J旺

い
ず
れ
、
品
川
つ

ー乙
F
」
、

ど
れ

二
、
名
詞
の
数

国
有
名
討
の
繁
硝
で

名
什
刊
の
数
が
円
ぎ
つ
ぎ
と
増
加
し
て
は
っ
き
り
と
数
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

国
立
同
語
研
究
所
の
調
在
に
よ
る

k

つ
ぎ
の
L

と
お
り
で
あ
る

3

ろ
う
か
。

1 
不日

ニ
問
一
副

ハ
・
上
ぃ
U
々

語
(
や
ま
と
こ
と
ば
)

、[也、

問
。
七
認

同
七
・
五
見

2
漢
字
認

(漢
rf
の
こ
左
ば
)

3
外
米
語
(
カ
タ
カ
ヲ
で
表
現
)

一
、
九
六
四
語

L

L

d

 

j

一ノ

o
一

4
そ
の
他

和
五
叩
と
外
来
訪
の
複
合
古
川
、

(

〕た
と
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
選
手

J

ハ
a

(

〉

W
々

、

八
一
て
ハ
詰

て
名
詞
と
代
名
詞
町
選
い

-
首
逼
の
名
討
は

そ
の
も
の
を
示
?
と
と
ば
は

代
名
目
r

の
場
合
に
は

つ
し
か
な
い
の
に
、

が
、
近
称
、

「
そ
れ
」

な
ど
と
、

い
く
つ
か
の
一
一
υ
い
ん
で
ぶ
さ
れ
る
己

七

「
あ
れ
」

中
称
、

~止

称

す
な
わ
ち

」

れ

i04 

し
か
し
お
よ
そ
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の
だ

そ
の
も
の
の
位
買
に
よ
っ

て

同
じ
も
の
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ノk

2
同
一
人
物
で
も

一
わ
た
く
し
」
相
子
な
ら
ば

「
あ
な
た
」
第
三
者
な
ら
ば
亡
の
の
か
た
」
と
な
り
、
知
ら
な
い
人
か
ら
は

白
分
な
ら

ど

な
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

指

L
手
の
立
場
に
よ
っ

い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
で
表
わ
さ
れ
る
c

て、

3
阿
一
人
物
が

指

L

J
の
意
識
に
よ
っ

い
ろ
い
ろ
な
石
い
ん
で
去

一
ゅ
の
な
た
」

「
お
ま
え
」

て、

「
き
み
」

「
き
さ
ま
」
な
ど
の
よ
う
に

わ
さ
れ
る
。

第
一
二
早

連
体
認
の
構
成
に
つ
い
て

え

修
体
交
素
は

形
容
動
品
川
の
述
体
形

/町

J詰

£
連
体
制

③
接
続
詞

む
副
斗
刊

か
な
ら
ず
名
詞
を
体
飾
ず
る
c

m
J
動
ぺ
判
、

川
市
答
討
、

}[多
tま

動
~~} 

⑪
名
日
川
+
の
斗
名
刺

こ
れ
ら
の
形
の
も
と
に
形
成
さ

⑦
単
位
交
で
、

そ
の
述
支
索
の
川
一
日
が
連
体
形
に
な
っ

て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

苧

運
休
修
飾
構
造
と
は
士
が

4
J川
を
修
飾
す
る
も
の
と
簡
単
に
一
同

f記

れ
る
連
体
悟
飾
請
に
は

そ
れ
に
続
く
名
討
の
種
類
が
長
川
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
修
飾
す
る
士
、
と
被
修
飾
名
パ
刊
と
の
聞
に
は
、
明
ら
か
に
一
定
の
関
係
が
あ
っ

て、

ど
の
名
付
で
も
惇
飾
で
き
る
と
い
う
も
の

F完

わ
れ
て
い
る
が
、

「
物
を
表
わ
す
名
川
川
」

「
時
を
表
わ
す
名
刺
」

で
は
な
い
。

「
人
を
ム
わ
ず
名
↑
州
」
「
動
物
を
ム
わ
ず
名
前
」
一
場
所
を
表
わ
す
南
川
」

た
と
え
ば
、

1'1 

な
ど
を
区
別
す
る
こ
と
も
必
虫
に
な
る
。

わ
た
し
の
考
え
ん
に
ょ
っ
と

介
類
し
た
一
積
類
の
名
討
は
、

思

L
亡
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
被
修
飾
弔
討
に
な
り
付
る
の
だ
ろ
う
か
。

l
段
に
記
し
て
あ
る
各
品
一
川
に
よ
っ

て
ト
段
の
十
一
種
類
の
名
討
を
修
飾
し
て
見
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
ロ

(
例
は
省
略
)

，o 
河

-
昔
酒
名
制

(

八

称

)

8 

9 

10 

6 

2 

3 

4 

7 

3 

形
詐
ニ
川

10 

Z
問
ム
付
名
詞

3
数「一川

4
形
式
名
詞

S
代
名
詞

6
転
成
名
一
副

(
人
称
)

2 

3 

。

6 

7 

8 

9 

i 

4 

形
容
動
河

10 

(
人
称
)

8 

9 

2 

3 

1 

6 

7 

1 

3 

連
休
川

l() 

(
人
称
)

6 

8 

9 

2 

3 

7 

l 

J 



佐
続
討

6 

2 

3 

5 

7 

8 

I 

感
動
詞

6 

2 

3 

戸
d 

7 

8 

名
詞
十
の
十
名
付

3 

6 

7 

1 

2 

b 

8 

副
日4

3 

6 

I 

2 

。

7 

8 

先
ず
と
の
結
果
を
見
る
と
ど
の
引
も
円
以
不
注
制
(
挺
問
河
)

週間言者るす闘に会委点械の誇健j乏

9 

10 

7
随
合
名
詞

8
派
生
話

官
動
れ
み
引
河

川
崎
の
刑
制

日
不
定
河
川

(
疑
問
討
)

9 

10 が
岐
惇
飾
名
付
と
し
て
な
り
た
た
な
い
こ
と
が
分
る
。

た
L

と
え
ば

何
h
q
食
ベ
る
か
。

は

は
名
詞
で
あ
る
は
ず
な
の
に
被
修
飾
名
副
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
】

小
+
定
斗
川

不
山
詞

(
境
問
詞
)

「
あ
な
た
は

あ
な
た
は

食
べ
る
か
何
」
と
は
一
日
わ
な
い
。

9 

10 

た
と
え
ば

「
何
」

「
ど
と
』

「
ど
れ
」

な
ど
の
頚
は
名
一
1

刊
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
ロ

い
つ
が
適
当
で
す
か
。

」

「
い
つ
」

「
は
一
を
つ
け
て
聞
記
ポ
語
に
な
る
こ
し
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ど
こ
が
痛
い
で
す
か

G

ど
れ
が
い
い
で
す
か
。

の

カ1
」

助
副
を

の
つ
く
夕
刊
況
が
連
体
語
を
構
成
す
る
史
京
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
c

そ
れ
を
惇
飾
す
る
士
が
叙
述
交
で
は
な

す
な
わ
ち
不
定
討
を
除
い
た
ほ
か
の

「

ミうL

(
疑
問
詞
〕

が
被
修
飾
名
副
に
な
り
得
な
い
の
は
、

く
、
↓
父
右
討
を
合
む
疑
問
士
だ
か
ら
な
の
で
あ
る

2

ザ
〈

4
の
形
式
名
討
も
「
接
続
五
、

感
動
詩
、

名
詞
十
の
ー
サ
名
前
、

八
本
、
人
な
ど
の
数
量
表
説
は
本
米
は
名
勺
円
で
あ
る
し
乙
与
え
る
。

L
か
し
次
の
例
の
よ
う
に

瓦
冊
、

を
則
数
調
し
三
一
口
う
。
本
数
詞
と
助
数
討
を
台
せ
て
数
詞
と
す
一
口
う
。
)

「
わ
た
し
は
鉛
筆
を
三
本
買
っ

?こ

」

は
ど
う
し
て
も

102 

9 

10 

ヵ:
」

を
つ
け
て

1
格
語
に
は
な
る
け
れ
ど
も

何
が
ほ
し
い
で
す
か
。
誹
が
行
き
ま
す
か
。

「
は
」

に
閉
山
内
き
か
え
る
こ
L
ζ

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
ロ

そ
れ
が
名
詞
で
な
い
か
ら
で
は
な
〈
て
、

副
詞
」

の
被
悔
飾
名
詞
と
し
て
な
り
た
た
な
い
。

(
数
だ
け
を
イ
ム
わ
す
部
分
を
本
数
制
と
一
百
い

そ
の
卜
に
続
く
話

九
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。

一
わ
た
し
は
鉛
筆
を
買
っ
た
三
本
。
」
と
は
言
わ
な
い
。

従
っ
て
こ
の
例
で
表
わ
す
限
り
で
は

数
討
の
特
質
と
し
て
は

常
に
連
用
修
飾
語
に
な
り
得
る

副
詞
と
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
も
晃
一
え
る
。

x与

ヵ:

他
の
名
詞
と
違
っ
て
い
る
。

連
体
悼
鮒
構
造
の
も
う
一

士
中
に
あ
る
任
意
の
名
詞
を
と
り
出
し
て

そ
れ
を
毅
述
士
末
に
転
位
せ
し
め
、

そ
れ
が
有
意
味
か
つ
文
法
的
に
機
能
し
得
る
か
に
よ
っ

つ
の
性
格
は
、
被
樟
鮒
名
詞
と
連
体
修
飾
文
中
の
名
詞
が
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
絞
述

て
披
修
飾

名
目
刊
か
否
か
を
分
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば

「
昨
日
」

い
ず
れ
も
次
の
よ
う
に
文
末
に
来
て

「
西
門
町
」

一
映
画
」

の
四
名
一
詞
は
‘

止
の
土
中
に
あ
る

「
わ
た
し
」

叉

名
詞
と
な
り

名
詞
句
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

苧

1
わ
た
し
が
昨
日
百
門
町
で
見
た
映
画

院

2
わ
た
し
が
昨
日
映
画
を
見
た
西
門
町

内
ふ
わ
た
し
が
西
門
町
で
映
画
を
見
た
昨
日

院チリ

4
昨
日
西
門
町
で
映
画
を
見
た
わ
た
し

つ
ま
り
主
語
と
言
わ
ず

目
的
語
と
言
わ
ず

被
悼
飾

す
な
わ
ち
連
体
信
飾
構
造
に
関
す
る
限
り

名
詞
は
そ
れ
が
い
か
な
る
格
を
と
ろ
う
と
も

時
の
名
詞
、
所
の
名
詞
そ
の
他
す
べ
て
の
名
詞
に
つ
い
て
連
体
修
飾
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

土
中
に
お
い
て
は
平
等
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解

し
て
差
し
支
え
な
い
。

第
四
章

各
品
認
の
連
体
修
飾

、
形
容
動
詞
+
名
詞
の
種
類

ー
や
ま
と
と
と
ば
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2
漢
語
系

に
ぎ
や
か
な
町
、
暖
か
な
日
射
、
静
か
な
田
舎
。

親
切
な
人
、
陰
気
な
性
質
。

消
極
的
な
人
、
個
人
的
な
面
。

3
漢
字
一
字

架
な
姿
勢
、
変
な
恰
好
、
妙
な
茸
分
、
急
な
用
事
。

4
外
来
語
系

ス
マ
ー
ト
な
人
、

ス
ポ
ー
テ
ィ
な
デ
ザ
イ
ン
c

5
語
幹
が
形
容
詞
と
同
じ
形
容
動
詞

、
あ
た
た
か
い
日
射

〆
あ
た
た
か
な
日
射

、
や
わ
ら
か
い
餅

〆
や
わ
ら
か
な
餅

6
4ぃ
山
幹
が
名
詞
に
も
粧
わ
れ
る
形
容
動
詞

、
平
和
の
た
め
に
努
力
す
る

〆
平
和
な
国
家

-
接
頭
語
の
つ
い
た
形
容
動
詞

こ
ぎ
れ
い
な
出
、
ご
立
派
な
心
構
え
、

接
尾
語
の
つ
い
た
形
容
動
詞

、
こ
ま
か
い
粉

，
こ
ま
か
な
粉

、
ま
っ
し
ろ
い
層
一
司

a
F

ま
っ
し
ろ
な
雪

、
幸
福
を
求
め
る

〆
哲
福
な
生
活

お
み
ご
と
な
技
術
、
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ー

科
学
的
な
建
築
、

さ
び
し
げ
な
表
情
。

乱
特
別
の
形
容
動
詞

〔
な
が
落
ち
る
)

同
じ
色
、

ど
ん
な
先
生
、

こ
ん
な
末
、

そ
ん
な
形
、

あ
ん
な
ス
タ
イ
ル
、

9
連
体
詞
と
も
称
さ
れ
て
い
る
形
容
動
詞

大
き
な
船
、

お
か
し
な
話
、
小
さ
な
口
、

ろ
く
な
収
入
、

め
っ
た
な
問
速
い
、

た
い
そ
う
な
立
腹
、

い
ろ
ん
な
種
類
、

た
い
が
い
な
傾
向
、

日
夕
ル
ト
型
形
容
動
詞

堂
堂
と
し
た
体
格

連
綿
、
と
続
く
訓
話
。

堂
堂
た
る
演
説

連
綿
た
る
ま
系

形
容
動
詞
十
名
詞
の
活
用
車

過 l見 過 現

主 在 去 在

否 在 肯 肯

iii メ{ヒ ←疋L 定

静 静 静 静
Fう‘ "、 2う2 色、

で で だ な
tε な つ 所
台、 し、 大こ
つ 円f 所
すこ

所



yg 忍問詰るす析にフ十一安点~~の言合~;~ ~-

過 Ji4 ')1 現 過 1日 過 !J1 
去 T::て 為f 在

1ミ 五: j、 在
千郎五J 、持

続同 4続3」1l 持佑続 手? c斗、 Il 白 活
否f

M町 1 定内一一一定:1 形 周fE 定 { 刈ヒ メ:L A' 暗

た日つ 基『コ" ~， u " ιJ 

人 つつつ 才3 才J つ う L、

て ててて な な た 人 万
し、 し、 し、 い 力、 L、 人 本

なtJつ、
すニ な る つ 人

人 L、 人 7だ

人 l伊

た見 l 見 見 見 見 ¥1 見 見 見見 性:
時せ l せ せ せ "" せ せ せ せせ

て て て て な な fこ る 叫1:0 役
L、 L、 L、 し、 n'、 L、 時 F生

な l ア」 t，;: る つ 時 の
元、 日寺 L、 佐子 アこ
つ 時 時 }[1 

ι 口 人口 人三 受ιj ιj 

人わ わ わ 法コ わ ，コ dフ わ
れ れ n " n れ れ 才L 身
て て ィ、一 て な な ?こ る
し、 し、 L、 L、 ヵ、 し、 人 人 の

な tcこ な る つ 人
色、 人 し、 人 た 7fj 
つ

(ロー (ー
(-u  一 f 「 IZ (一→口 ~、 " (一一 (二 世

円 J 一τJ 日
_ w 

→ c，わ
わわ "才コ "わ μ わ "わ わわ

"わ l

わ せ わ せ わせ Jわせ をコぜ オフせ

さ ら
きせ

さら さ ら さら さ ら
きせ

さ ら
役

れら れ ら
れ れ

てれ
れ れ れれ れ れ わしれ

たれ
れれ x 酒e

て て てて て て なな な な る る
し、 いて い し、 治、カ L、 )JJ八こ )人人4!£ L、 し、 414: L、 し、 つ言 人い

カミ玄
式こた

し、 な
る る つ )人 ¥l' 

っか tz入 人 い b入 マ~ー た

つ )人 )人八I の
たた

と 人 形

4i」J雪 4』丙ィ d 担 書 書 書 書
人け け け け け け け け

て て て て tε な ?ニ る 能
L、 し、 L、 L、

1U) 
人

な Tこ えk る の

元、 ノ、 L、 人
つ ノ、 I芦

動
詞
十
名
詞
的
活
用
表
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四

三
、
形
容
詞
+
名
調
の
活
用
毒

叉

過 現 過 i足 造

土 {J 大 イ年

苔 否 甘
話

有

定 礼J Fメとr 定 育会

市
面白

出 面 二Vだ

白 向 臼 し

く く 念ョ L、 き

?ε tε つ

説
肢

台、 し、 7こ 体
つ

小説
?こ 説 躍

L 
一b、1 き

舟

長着
、

短
合、

袖

深
油

'1' 1九車

回
、
連
体
詞
+
名
詞

チ'1

1
「
る
」

で
終
わ
る
連
体
詞

あ
る
時

き
た
る
十
円

あ
ら
ゆ
る
本

い
か
な
る
時

い
わ
ゆ
る
悼
人

2
「
の
」

で
終
わ
る
述
体
詞

「
が
」

こ
の
花

そ
の
本

あ
の
山

ほ
ん
の
少
し

わ

が

社

3
「
な
」

で
終
わ
る
連
体
詞

大
き
な
背

小
さ
な
靴

お
か
し
な
人

4
「
た
」

で
終
わ
る
連
体
制

「
だ
」

た
い
し
た
評
判

制
寸
J

同
白
円

v

と
ん
だ
捉
難



玉
、
接
続
詞
十
名
詞

ー
ザ
列

東
口
小
お
よ
び
札
幌
は
大
都
市
だ
。

山
ま
た
山
を
尉
7
4
ん
て
わ
く
。

h

古
車
な
ら
び
に
茶
道
を
習
う
ョ

Z
選
択

週間諸るす納にt-要点椛の36省造

府
門
が
好
き
か
そ
れ
と
も
魚
が
好
吉
治
。

生
花
あ
る
い
は
一
背
楽
を
習
う
。

明
日
も
し
く
は
あ
さ
っ

て
ム
E

お
う
。

3
添
加

風
が
強
く
、

そ
れ
に
耐
も
酷
い
ο

今
け
は
休
み
だ
し
、

お
ま
け
に
J

仁王
A

え
だ
c

か
の
女
は
E

河
川
山
が
あ
り
、

そ
の
仁
靖
も
よ
い
。

4
順
接

日
が
耳
目
れ
た
。

そ
こ
で
帰
途
に
つ

L
た。

花
が
散
り
、

そ
う
し
て
梅
の
突
が
な
る
。

昨

H
は
一
向
だ
っ
た

G

そ
れ
で

E
こ
へ
も
出
か
け
な
か

5
逆
接

熱
は
卜
っ
た

J

だ
が
安
心
で
き
な
し
。

96 
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9S 

今
日
は
日
曜
日
だ
。
け
れ
ど
宿
題
が
沢
山
あ
る
@

~ 

/、

六
、
感
動
詞
+
名
詞

あ
な
た
た
に
も
一
理
あ
る
。
引
制

μ承
知
で
き
な
い
。

感
動
詞
の
種
類

-
感
動

ワ
ム
呼
び
か
け

3
応
特

-
感
動

失
礼
。

は
は
あ
、

丈

Y」
A
J
£臥
U

、
お
附
話
様
で
し
た
。

望号

あ
ら
、

ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
し
ら
。

F完

お
や
、

誰
か
が
呼
ん
で
い
る
。

龍

2
呼
び
か
け

刊

お
い
、

さ
あ
、
性
授
、
登
校
。

お

前

ね
ふ
ん
、

お
困
り
で
す
か
。

ま
あ
、

te 
t;~ 

ゃ
あ
、
林
君
?

こ
ら
、

映
画
に
行
か
な
い
。

し
ち
ゃ
い
か
ん
。

ょ
う
、
僕
も
つ
れ
て
行
っ
て
よ
。

3
応
答

い
い
え
、
舶
来
品
で
は
な
い
。

い
や
、
僕
じ
ゃ
な
い
。

ヒえ
J
ん、

な
あ
に
、
子
供
の
い
た
ず
ら
さ
@

(
は
い
)
国
産
品
で
す
。

そ
う
、

者
も
行
く
か
。

七
、
助
詞
+
名
詞

E
J
と

ご

広

、

7
1
T
T
J
t
L
 

い
た
ず
ら

そ
ら
、
私
の
言
っ
た
と
お
り
で
し
ょ
。

は
あ
、
承
知
し
ま
し
た
。



八
、
助
動
詞
十
名
詞

な
り
た
た
な
い

丸
、
単
位
文
て
、

そ
の
述
文
索
時
用
言
が
連
体
形
に
な
っ
て
い
る
も
の

-
わ
た
し
の
4

引っ

て
い
る
学
校
c

2
山
場
で
買
っ

た
大
き
い
り
ん
ご
。

3
あ
な
た
の
好
き
な
正

2

十
、
名
詞
+
的
↓
名
詞

忍同諸るす附に定養成惜の;H主連

I
A川
止
の
町

Z
Q人
の
日

3
ア
メ
リ
カ
の
肖
都

4
円
本
一
五
胴
の
字
引

+ 

、
副
詞
十
名
詞

-
断
定
の
呼
応
明
日
は
き
っ
と
雨
だ
c

2
打
消
の
叫
一
b

け
っ

L
て
謹
よ
仰
い
ほ
か
け
な
い
。

3
f止
の
呼
応
断
じ
て
山
国
は
J

討
さ
な
い
。

4
疑
問
の
呼
応
な
ぜ
昨
円
行
か
な
カ
つ

た
の
。

5
M
話
の
呼
応

ど
う
し
て
彼
に
で
き
る
も
の
か
。

6
推
且
の
呼
応
た
ぶ
ん
山
国
で
き
る
で
し
ょ
う
。

7
布
望
の
呼
応
ぜ
ひ
私
も
見
た
い
。

8
仮
定
の
呼
応
|
万
一
耐
で
も
決
行
す
る
。

9
比
況
の
呼
応
ま
る
で
絵
の
よ
う
な
虫
色
だ
。

94 
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八

第
五
章

名
詞
と
形
容
動
詞
の
か
か
わ
り
あ
い

形
容
動
詞
の
語
幹
は

L
ば
し
ば
名
詞
と
紛
れ
る
、
学
者
に
よ
っ
て
は

こ
の
品
詞
を
認
め
な
い
方
も
い
る
。

日
本
語
で
は
形
容
詞
が
あ
ま

P

豊
か
で
な
か
っ
た
の
で

そ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
形
容
動
詞
と
い
う
意
味
上
形
容
詞
と
か
な
り
似
て
い
る
品
討
を
加
え
た
。

時
枝
誠
記
氏
は
形
容
動
詞
を
認
め
ず

す
べ
て
「
体
言
十
指
定
の
助
動
詞
」
と
し
て

理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ωた
と
え
ば

「
静
か
だ
」

は
常
識
的
な
語
感
か
ら
言
っ
て
も

「
だ
」

に
分
解
さ
れ

τ

「
り
っ
ぽ
だ
」

「
静
か
」
と

「
だ
」
、

「
り
っ
ぱ
」

と

考
え
ら
れ
辞
書
に
お
い
て
も
「
し
ず
か
」

「
り
っ
ぱ
」
を
も
っ
て

語
を
検
索
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
従
っ
て

こ
れ
を
二
語
と
考
え
る
の
が
正

丈

，、。

ー
し

苧

ω二
語
と
考
え
る
と
、

「
り
っ
ぱ

は
事
柄
を
表
わ
す
語
で
詞
に
属
L
、

そ
れ
ぞ
れ
の
語
は
ど
う
い
う
品
詞
に
属
す
る
か
と
い
え
ば
「
静
か
一

鼠

は
話

L
手
の
判
断
を
表
わ
す
も
の
で
詐
に
属
す
る
。
即
ち
詞
に
属
す
る
体
一
百
に
、
指
定
の
助
動
詞
「
だ
」

「
だ
」

の
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き

自

で
あ
る
ロ

(
日
本
文
法
口
語
編
刷
記
)

刊

橋
本
進
吉
氏
は
士
節
と
い
う
言
語
単
位
を
設
定
し
て

士
節
に
つ
い
て
形
態
面
に
力
点
を
置
い
て
説
明
し
、
形
容
動
詞
を
品
耐
と
し
て
理
論
づ

け
ら
れ
た
。

(
国
土
法
系
統
論

F
八
六
)

こ
の
よ
う
に

形
容
動
詞
を
認
め
る
か
否
か
は

ロ
即
訴
の
分
類
そ
の
も
の
に
伴
う
問
題
が
出
て
く
る
。
品
一
同
の
分
類
は

ほ
と
ん
ど
の
場
合

典
型
詞
な
単
語
に
つ
い
て
行
う
の
が
普
通
で
、
実
際
に
分
類
し
て
み
る
と

必
ず
L
も
裁
然
と
分
類
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

あ
る
品
討
と
あ
る
ロ
問

詞
と
の
中
間
に
位
置
す
る
語
や

限
定
さ
れ
た
用
法
だ
け
を
持
つ
語
や

一
一
つ
三
つ
の
品
討
に
ま
た
が
る
よ
う
な
位
質
を
持
つ
語
も
あ
る
。

そ
こ
で

名
詞
の
特
徴
の
主
な
も
の
を
ま
と
め
る
と
、

①
格
助
詞
「
が
」

が
つ
い
て
主
格
語
に
な
る
。

②
「
だ
」
を
と
も
な
っ
て
述
語
に
な
る
。



⑮
格
助
詞
「
を
、

足、

か
ら
、

よ
り
」
な
ど
が
つ
い
て
補
語
に
な
る
。

静
か
で
、
静
か
な
ら
。

以
上
の
名
詞
と
形
跡
壮
動
詞
の
特
徴
を
比
べ
て
み
る
と
、
名
詞
と
形
容
動
詞
の
語
幹
に
は
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
る
匂

で、

お
連
体
助
詞

が
つ
い
て

連
体
修
飾
語
に
な
る
。

「
の
」

⑤
連
体
棒
飾
語
を
受
け
る
。

時
単
独
で
は
連
用
棲
飾
語
に
な
ら
な
い
。

形
容
動
詞
の
特
徴
は

①
単
独
で
荷
主
聞
に
な
っ
て

文
が
終
る
。

静
か
だ
、
静
か
だ
ろ
う
、
静
か
だ
っ
た
。

晃革開設るす闘に幸美点靖の7吾燈i乏

@
単
独
で
述
語
に
な
っ
て

並
立
的
ま
た
は
、
仮
定
的
に
中
止
す
る
。

立
の
途
中
で

③
格
助
詞
「
よ
り

の
つ
い
た
補
語
を
受
け
る

G

全
活
用
形

④
連
体
笹
飾
語
に
な
る
。

静
か
な

⑤
連
用
修
飾
語
に
な
る
。

静
か
に

⑤
連
用
修
飾
語
の
う
ち
の
程
度
の
副
詞
を
受
け
る
。

全
活
用
形

⑦
連
体
悼
飾
語
を
受
け
な
い
場
合
が
多
い
。

全
活
用
形

Z
名
詞
に
は
格
助
詞
が
つ
〈
。

②
名
一
詞
は
連
体
慎
飾
語
を
上
接
さ
せ
る
。

⑥
名
詞
は
格
助
詞
「
の
」
が
つ
い
て
連
体
修
飾
語
と
な
る
。

④
形
容
動
詞
語
幹
は
連
体
形

な
」

の
形
で
連
体
修
飾
語
と
な
る
。

⑤
形
容
動
詞
語
幹
は
接
尾
辞
「
さ
」
を
つ
け
て
名
討
と
な
る
。

R
F〉
形
容
動
詞
語
幹
は
連
用
樺
飾
語
を
上
接
す
る
。

92 
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り1

川
ψ
U
M

梓
則
一
J
V
4
m
川
刊
は

」
の
山
か
ら
児
る
し
へ

一
ま
じ
め
l

一

ま
じ
め
が
と
り
え
だ
。

は
体

U

と
し
て
の
伯
告
し
と
、

ミ

か
れ
は
、

日

h
v
:
、

ふ

μ

才
ド
し

に

の
川
市
で
副
『
川
的
体
飾
五
日
ζ

な
る
ω

md科
動
討
論
斡
と
し
て
の
何
百
を
日
』
〈
に
持

っ
て
い
る
と
い
え
る

G

A 
lま
「

b'ス

ま
じ
め
に
は
た
ら
い
て
い
る

(ヲ

);， 
の

一
名
川
十
の
」

と
よ
の

が
つ
い
て
い
る
の

τ名
門
、

iみ
晶、

日
は
副
剖
的
修
飾
語
と
し
て
機
倍
し
て
い
る
か
ら
形
梓
助
副
の

7

市
川
町
で
あ
る
υ

そ
れ
ぞ
れ
連
休
修
館
話
し
と
な
る

「
形
容
歌
川
T
M
幹
+
な
」

に

そ
れ
を
弔
1
d
v

と
し
て

「
の
」 の

両
方
主
も
乙
れ
る
山
川
九
作
動
一
川
が
あ
る
こ
と
に
辻
芯
す
べ
き
で
あ
る
。

は
ど
の
川
川
容
動
叫
の
語
幹
に
も
つ
く
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

し
か
し
、

な

と

の

k 
体
3 

← 
r;L 

し、

阪;

た
1ζ

え
J

は

「
白
山
の
立
神

i'i 

分
解
は
そ
の
人
に
よ
っ

て
札
所
い

よ:

(
一
九
八
山

q
七
月
」
l

ブ
ご
ノ
ン
ス
の

一
白
山
の
主
神

と
バ
い
う
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
c

丸
山
川
容
動
一
一
州
と
し
て
活
用
も
そ
ろ
っ

く
「

H
山
川
な
女
神

一
「
小
川

を
認
め
れ
ば
問
国
が
な
い
の
で
あ
る
が
、

Uコ

ω市
祥
動
刊
の
連
体
形
詰
い
止
に

な
L ー

の
ほ
か

乙

-
白
山
な
ム
神

十ま

年
稲
凶
丈
学
の
ふ
旧
山
氏
わ
教
阪
の
考
え
で
は

て
い
な
い
と
の
こ
と

の
一
向
ガ
と
も
山
問
え
る
か
ら
此
う
の
で
あ
っ

「
の
」

な

J

本
語
教
有
山
由

λ
ゐ

刷

)

内
容
附
に
は
Y
ん
が
な
い
c

抗
う
品
川
の

て、

H
前
ま
だ
そ
の
学
説
が
に
つ

も
ア
メ
リ
カ
の

一
白
山
の
か
八
神

も
が
山
説
に
従
え
ば

と

に
は
強
い
名
川
刊
が
あ
り

だ
か
ら

で
物
的
な
間
を
表
わ
し
て
い
る

た
と
え
ば

一
日
出
民
の
伝
仰
の
山
由
な

k
神

と
い
う
よ
う
な
文

る

そ
れ
で

「
自
由
の

k
神
一

ど
ち
ら
が
に
な
る
か
は
使
間
例
を
統
川
的
に
調
べ
な
け
れ
は
な
ら
な
い

11 

一
什
山
の
争
徴
と
し
て
の
立
神
一

「
向
山
な
女
神
」

。コ

「
内
山
な
」

脈
に
な
り
状
態
を
表
わ
し
て
い
る
に

は
W
M
詐
動
ぺ
川
の
連
体
形
で
述
話
相
が
あ
る
。

「
白
山
な

k
神

H

え
る
こ
と
に
な
る
が
、

お
そ
ら

て
い
る
の
で

脳
科
動
向
V

で
も
あ
り

ボ
珂
で
も
あ
る
わ
け
で

「
白
山
」

一
川
市
持
動
詞
刊
を
も
っ
名
刺

li 

と
い
う
こ
と
に
な

す
な
わ
ち

つ
の
物
体
と
し
て
日
に
与
る
。



そ
れ
で

わ
た
し
は
状
態
を
よ
り
物
附
に
表
わ
す
の
に

「
の
」
を
使
い
、
状
態
を
よ
り
状
態
に
去
わ
す
の
に

し
か

L

「
の
」

な

の
両
ん
が
と
れ
イ

共
に
状
態
を
よ
り
状
態
に
表
わ
す
こ
と
の
で
き
る
形
容
勤
川
が
あ
る
が

た
と
え
ば

の

E 

凡

ー
な

とc
lO 

の

の

な
り
ゆ
き

ilii 
l臼I

「

w当
叫
が
¥

H
対
」

格
飾
さ
れ
る

傾
向
」

が
状
態
を
安
わ
す
取
持
動
一
刊
な
ら
、

平
凡
、

一
な
り
ゆ
き
、

-rh
、

イ

イ

星間諸るす ，~i: にきて空会点ほの治程 I主

の
両
々
が
と
れ
て

そ
れ
此
「
の
」

「

な

』
八
に
状
態
を
よ
り
状
態
に
古
わ
す
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
一

「山山寸妹、
L
一
は
訴
件
だ
け
で
副
z

川
的
ピ
蛇
わ
れ
る
。

大
学
牛
一
な
ら
v
i
然
分
る
は
ず
だ
が

の
よ
う
に

3

ー
な " ノちh

叫区

の
よ
う
に
最
で
い
く
も
の
は
明
而

(
数
ベ
川
)

文
わ
ず
か

に
入
る
か
ら

の

が
へ
る

ー
な の

そ
っ
く
り

ィ日

L
t刀

の
よ
奇
に
擬
宝
五
山
に
胤
ず
る
も
の
に
も

。コ
」

が
入
る
。

形
作
動
仰
に
は
、

や
ま
と
こ
と
ば
系
の

「
に
ぎ
や
か
な
」

「
あ
わ
れ
な
一
、
漢
品
系
の

『
一
ん
〈
J

な
」

一
自
然
な
」

桓
的
な
L

「

H
ぺ
体
的
作
品
L

、
決
ン
つ
一

7
の

「
タ
ヌ
な

「
蛤
な
」
、
外
来
話
系
の

一
来
な
」

「

ス

五

テ

イ

な

-

山
川
を
す
る
。

こ
と
で

中
同
人
学
習
者
に
と
っ

て
が
則
し
や
す
い
問
題
が
存
在
す
る

「
な
」

を
使
う
の
だ
と
与
え
る
。

数
少
な
い
c

も
状
態
を
表
わ
す
名
ィ
円
で
あ
る
。

と

「
的
」
を
用
い
る

in 

な
ど
が
あ
る
が
、

す
べ
て
川
じ
活

に
な
っ

動
刊
の
連
休
取
に
は

し
か

L

中
国
記
で
は
形
梓
川
と
形
梓
動
耐
の
区
刷
が
な
く

「

て
い
る
。

中
国
語
の
形
梓
詞
、

的

す
べ
て
形
容
詞

日
本
語
で
は
運
休
形
肉
体
に
中
伺
品
目

を
使
う
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
佐
佐
に
し
て

ふ
つ
う

を
州
い
る
。

的
」

の
類
推
で
そ
れ
に
あ
た
る

の

に
あ
た
る
機
能
が
色
ま
れ
て
い
る
の
で

「
的
」

90 

一
の
」
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を
使
っ

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。

文
形
容
動
詞
語
幹
の
多
く
が
漢
語
で
あ
る
の
で

あ
た
え
る
か
ら
こ
こ
で
も
「
の
」
を
使
う
の
で
あ
る
。

形
容
動
詞
の
連
体
形
に
は

「
な
」
を
使
え
ば
い
い
し
乙
言
え
る
が
、

そ
れ
に
は

な
」
と
「
消
極
的
な
」

「
健
鹿
な
」

一
具
体
的
な
」

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

け
れ
ど
も
「
消
極
的
な
」

「
具
体
的
な
」

の

「
的
な
」
型
は
、

中
国
語
で

「
消
極
性
的
」

ま、

ょ
う
す
を
示
す
の
で
あ
る
。

?叉

あ

ヌ~;

き

と

学

以
上
い
ろ
い
ろ
と
連
体
語
の
構
造
体
に
関
す
る
私
見
を
述
ベ
て
き
た
。

中
国
入
学
習
者
に
中
国
語
の
意
味

用
法
で
類
推
す
る
堕
宜
を

「
な
」

「
き
れ
い
な 型

と

「
的
な
一
型
、

た
と
え
ば

は
中
国
語
で

-
健
康
的
」

「
具
体
件
的
」

「
性
」

と
な
り
、

Iit: 

し
か
し

一ーは」

要
す
る
に
私
の
考
え
方
に
よ
っ

て
分
類
し
た
十
一
種
類
の
名
詞
に

み
な
語
句
と
し
て
成
立
す
る
。

「
が
」
を
つ
け
て
み
る
と

1対己

定
詞
は
連
体
語
を
構
成
す
る
要
棄
を
有
し
な
い
こ
主
が
明
ら
か
で
あ
る
。

手i

を
つ
け
て
み
る
と

「
健
康
な
」

「
漂
亮
的
」

{
き
れ
い

が
つ
い
て
そ
の
あ
り
さ

で
あ
る
。

不
定
討
は
語
句
と
し
て
成
り
立
た
な
い
の
で
、
不

故
に
名
詞
左
一
一
百
う
の
は

つ
の
名
詞
で
あ
り
、
連
体
語
と
言
う
の
は
一
匂
の
名
刺
で
あ
る
と
-
E
え
る
の
で
あ
る
。




